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受講者分析からリピ ータ ー 層(3,097人）の存在を確認できた。 このリピ ー
タ ー 層のうち平成8年と10~12年度の4年間で5
ピ ーター24名の受講パタ ー ンを見ると， 剣道か弓道の受講者に限られる「ス
ポ ー ツ教室単一科目受講型」， スポ ー ツ教室を中心に， 若干の他教室を受講し
ている「スポー ツ教室中心型」， 異なる分野の教室を複数受講する
そして「芸術教室中心型」 といえるタイプが見受けられた。
今後は， このリピータ ー 層がいかな



















えば， 社会人特別選抜制度， 大学院の入学資格の弾力化， 昼夜開講制等の正規課
程への社会人の受け入れの拡大， 正規課程以外では科目等履修生制度等がある {3)。




I - 1に示したように大学開放事業の中で， も多
いのが「大学公開講座」である。




形 ヽよ目じ4ヒとヽ 実施校数 入学者数
社会人特別選抜（学 部） 319 (44) 5,243 ( 943) 
同 （大学院） 240 (77) 7,204 (4,049) 
科目等履修生 （学 部） 503 (87) 12,948 (3,575) 
同 （大学院） 192 (60) 2,334 ( 644) 
放 送 大 学 1 87,065 




















I - 2. 大学公開講座の開設状況




昭和52(1977) 431 (88) 162 (64) 684 (322) 27.5 (26.0) 
81,000 
I (20,000) 
昭和55(1980) 446 (93) 245 (72) 1 1,277 ( 381) 23.0 (24.4) 
148,000 
(26,000) 
昭和61(1986) 465 (95) 338 (87) 2,511 ( 654) I 15.5 (21.9) 
330,486 
(39,043) 
平成2 (1990) 507 (96) 391 (93) 3,173 ( 771) 14.9 (20.8) 
426,650 
(45,100) 
平成7 (1995) 565 (98) 501 8,236 (1,094) 
639,723 
(52,153) 





註2 昭和61年度と平成 2 年度のデー タは， r大学資料」第107·108合併号と119·120合併号
による。
註3 乎成 7 年度と 9 年度のデー タは，文部省生涯学習局生涯学習課「大学等における生涯
学習の推進』（平成11年10月）による。












なって実施されるようになった。大学公開講座に限定してみると， 表I - 2に示
したように平成9年度にはわが国の約9割の大学で公開講座が開設され， のベ64


















































































ら選出された任期2年の24名のメンバー で構成されている（図II - 1)。開
講時から既に30年が経過しているが， 公開講座の運営組織に基本的な変化はみら
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図II - 1. 筑波大学における公開講座の運営組織
（筑波大学公開講座委員会編 『1980年代の生活と開かれた大学一筑波大学の生涯教
育へのこころみー』大蔵省印測局 1982 p.22の図より作成）







講座の中で， 地域住民を対象とし， かつ最も受講者 が多い 一般公開講座を対象と
し， 公開講座の受講者の特徴を明らかにしたい。
まず表阻 ー 1は， 1999年度に開設された現状の公開講座の 一般公開講座の内容
を「スポ ー ツ教室」「芸術教室」「その他の教室」に3分類して作成したものであ






実 施 講 座 名
（春季）， 弓道② ・剣道②（秋季）， ゴルフ（初
芸術教 室I 8 
ゴルフ（中級）， スクーバダイビング， ウォーキン
スポーツ教室 I 15 I ゴルフ（アドバンスドコース）， 少年柔道（一基本から応用ま





人間学， 生活の中のカウンセリング， 楽しい江戸探検， 親と子
の森林教室（八ヶ岳演習林）， 海洋生物の発生• 生理＊
高原の自然観察， 民話・民間信仰， インターネットとマルチメ






公開講座における講座数の推移， 応募状況等についてみてみると，「スポ ー ツ教
1)と，「その他の教室」（図III-1-3)に， 応募超過率（応募
と充足率（受講者数／募集定貝）の低下が見られる。 また，「芸術




しかし， その中で芸術教室にお いて安定した応募数がみられ， 定員の充足がなさ
れているのは． 筑波大学が芸術専門学群を持つことにより， 公民館等の事業と比
し
して高度な知識と技能の習得が期待されるゆえと推測される。 ポ ー ツ教
みると， 応募超過率と充足率が低下している。体育専門学群があるのにも関
わらず， このような傾向が生じているのは， 芸術教室がレベル ・ 習熟度別に講座
がわけられているのに対し， スポ ー ツ教室にはその傾向が少ないため， 初心者に
敬遠される傾向があることが推測される。
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（年度） 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
図III-1-2. 応募超過率と ・講座数の推移（芸術教室）
※筑波大学企画調査室編・発行「筑波大学年次報告（昭和50年度版～平成11年度版）」より作成
で推移してきたことがわかる。 図表では示さないが， つくば市 (21) 内では， 1日桜村


































償 20% 40% 60% 8償 100%
図皿 ー 2 -1. つくば市内外別にみた受講者比率の推移（総数）
※昭和56年度～平成元年度までは， 筑波大学学務第二課教育公開係蔵「公開講座統計資料」よ













年度の受講許可証綴り のデー タ(3,097人）によれば， 表III-3 -1 に示したよう
に， 最高9回を始め，233人のリビ ー ター が存在する。 その中から4年間で 5回
以上の常連的リピ ーターとでもいえる受講者28名を抽出し， 受講者の地域別分布




4-2に見ると， 剣道か弓道の受講者に限られる「スポ ー ツ教室単一科目
（表III-4- 2 中のD·E·J·M·Q以下同じ）， スポ ー ツ教室を中心に， 若干の他









型」が，「固定受講者」の3 割強を占めていることを指摘している(23) 。 この「マ
ルチ型」と筑波大学公開講座における「多角型」が共通した特徴をもち， さらに
今回提示したリピ ーター の中でもいちばん大きな割合を占めているのには，何ら


































ツ教室中心型」， は， 筑波大学が体育と を持つ
がゆえの特徴であるといえる。
訊今後の課題
筑波大学公開講座の受講者分析からリピ ー タ ー層の存在が確認できた。今後は，
このリピ ー タ ー 層がいかなる価値観や学習要求に基づいて受講科目を選択してい




表皿 ー 4-2 纂 リピ ー タ












12 園芸教室（ブルー ベリ 46歳
11 つくば健康ウォ ー キング
11 同芸教室（プル ー ベリ ー）
B(男性） 10 圏芸教室（プル ー ベリ ー）

































































生活の中のカウンセリングz (女性） 11 I 11 
28歳 てI lQ 
臨床人間学
オリガミクス
10 , .__ .__ろの不思議







-のことにかかわって， 実践的な課題としては， 大学開放センタ ー ， 生涯教育
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